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はじめに

本報告書は、平成２２年度海外ビジネスネットワーク構築委託事業により、香港の水産物等専

門の国際見本市「Asian Seafood Exposition 2010 （通称ASE2010）」におけるジャパンパビリオ
ンの展示・商談活動について取りまとめたものである。

農林水産省では、農林水産物等の輸出を平成29年までに１兆円水準にするという政府の目
標の実現に向け、各種の輸出促進事業を実施し、輸出志向のある生産者等に対して支援を

行っている。

本事業では、日本農水産物の最大の輸出地域である香港で初開催された「 Asian Seafood 
Exposition 2010 （通称ASE2010） 」にジャパンパビリオンを設置。香港をはじめとする中国エリ
アにおける水産物・水産加工品の輸出にかかる新規参入・市場拡大を目指す日本企業等に対

し、販路開拓のための場を提供した。

本報告書が関係各位にとって参考となれば幸いである。

なお、本事業は農林水産省が共同ピーアール株式会社に委託して実施した。
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49参照資料 -制作物3

47参照資料 -出展案内2

46参考資料 -他国パビリオン模様1

Ⅹ

45総括Ⅸ

40出展者アンケート実施報告Ⅷ

37来場者アンケート実施報告Ⅶ

30広報支援活動（掲載実績）4

24広報支援活動（PR活動）3

21広報支援活動（試食実演）2

19広報支援活動（オープニングイベント）1

Ⅵ

14商談支援活動Ⅴ

11事業運営概要Ⅳ

6出展者紹介Ⅲ

4会場概要Ⅱ

3見本市開催概要Ⅰ

2はじめに---



3

Ⅰ. 見本市開催概要

【見本市概要】
ASE2010は、同主催者による “Restaurant & Bar（食品総合見本市／毎年開催）”の水産見本市版として、同日程にて
初開催となった。当初は、“Restaurant & Bar”と同フロアにて開催予定であったが、開催1ヶ月前にフロアがL３階から
L５階に変更になった。尚、L5階では、9月8～10日にかけて“Asia Fruits Logistica 2010”が開催され、ジャパンパビリ
オンが出展している。

Hong Kong Convention ＆ Exhibition Centre
＜ADDRESS＞ 1 Expo Drive, Wanchai Hong Kong, Hong Kong
＜WEB＞ http://www.hkcec.com/ /

会 場

【出展者数】103社・団体（20ヶ国）
※海外からの出展数：100社・団体（19ヶ国） ※ナショナルパビリオン：8団体（7ヶ国）

【来場者数】5,622名（61ヶ国）
※海外からの来場者数1,914名（60ヶ国）

【会場面積】1,252 sqm

規 模

Diversified Business Communications主 催

2010年9月7日(火)～9日(木) ＜開催時間＞ 12：00～19:30（最終日18：00まで）会 期

ASIAN SEAFOOD EXPOSITION 2010（ASE2010 ）名 称

【ジャパンパビリオン概要】

香港で販売可能な日本産の水産物及び水産加工品出 展 物

【ブースNo】SB02出 展 ブ ー ス

12者（出展者ブース12小間、共有スペース4小間、合計面積160㎡）出 展 者 数

共同ピーアール株式会社（共同PR）運 営
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Ⅱ. 会場概要（フロア構成）

Japan PavilionJapan Pavilion
（（No.No.SB02SB02））

冷
蔵
冷
凍

冷
蔵
冷
凍

保
存
場
所

保
存
場
所



5

Ⅱ. 会場概要（ジャパンパビリオン）
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Ⅲ. 出展者紹介

海藻加工品（わかめ）／貝類加工品（ほたて、ほっき貝）／さんま／いわし出 展 物

マリンフーズ株式会社

〒141-6011 東京都品川区大崎2-1-1所 在 地

はまち加工品（フィレ、ラウンド、ロイン）出 展 物

森松水産冷凍株式会社

〒794-0032 愛媛県今治市天保山町5-2-20所 在 地

かつお加工品（かつお節、だしつゆ、だしパック）出 展 物

株式会社フタバ

〒959-1136 新潟県三条市川通中町477番地所 在 地

まぐろ加工品（超低温冷凍）／かつお加工品（超低温冷凍）出 展 物

福一漁業株式会社

〒421-0203 静岡県焼津市藤守1655-1所 在 地

〒103-0015 東京都中央区日本橋箱崎町39-4所 在 地

ふかひれ加工品（レトルト、カレー等）出 展 物

株式会社中華・高橋

〒252-0324 神奈川県相模原市南区相武台2-5-30所 在 地

水産珍味加工品（くらげ、たこ、ほたて、ほっき貝、わかめ、魚卵）出 展 物

大栄フーズ株式会社

〒104-0041 東京都中央区新富2-2-13 新富太陽ビル4Ｆ所 在 地

ぶり（刺身用）／かんぱち（刺身用）／かつお加工品（酒盗）／さけ加工品（さけフレーク）出 展 物

ジェットエイト株式会社

〒722-0051 広島県尾道市東尾道15-13所 在 地

かき加工品（冷凍、フライ、スモーク）／あじ加工品出 展 物

クニヒロ株式会社

〒105-8626 東京都港区海岸2-1-7所 在 地

水産練り製品（おでん、かまぼこ、伊達巻）出 展 物

株式会社紀文食品

〒553-0004 大阪府大阪市福島区玉川1-3-16所 在 地

ほたて加工品（冷凍、ボイル、フライ等）／えび加工品（チリソース）／いくら加工品（醤油
漬け）／水産練り製品

出 展 物

株式会社神戸

〒988-0033 宮城県気仙沼市川口町2-105-1所 在 地

かつお加工品／さんま加工品／ずわいがに加工品／甘えび加工品出 展 物

株式会社カネダイ

〒733－8677 広島県広島市西区商工センター7-3-9所 在 地

水産練り製品（かに風味かまぼこ、おぼろ、かまぼこ）出 展 物

株式会社あじかん
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Ⅲ. 出展者紹介（出展模様）

株式会社あじかん

株式会社カネダイ

株式会社神戸
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Ⅲ. 出展者紹介（出展模様）

株式会社紀文食品

クニヒロ株式会社

ジェットエイト株式会社
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Ⅲ. 出展者紹介（出展模様）

大栄フーズ株式会社

株式会社中華・高橋

福一漁業株式会社
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Ⅲ. 出展者紹介（出展模様）

株式会社フタバ

マリンフーズ株式会社

森松水産冷凍株式会社
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Ⅵ. 事業運営概要

2010年6月下旬～12月（詳細別頁参照）広 報 活 動

2010年6月～2011年2月（詳細別頁参照）商 談 活 動

１．運営スケジュール

2010年9月7日（火）～9月9日（木）展 示 商 談 会

2010年7月30日（金）出展者説明会

2010年７月７日（水）出 展 者 決 定

2010年6月14日（月）～7月2日（金）出 展 者 募 集

弊社（共同ピーアール株式会社）が下記業務の進行管理・連絡調整をはじめ、

出展者対応等、事業全般の統括ならびに運営にあたった。
出 展 事 務 局

現地（香港）に拠点を置くPR会社と連携を図りながら、ジャパンパビリオンのメディア露出に向けた施策を企画・実施。また会期
中は、シェフを起用した試食デモ等の側面的な広報施策も行った。

広 報 支 援

２．運営体制

商談アシスタントとしてジャパンパビリオン内に専門的な商談にも対応できる通訳を2名及び来場者誘致のためのコミュニケー
ションスタッフ4名を配置した。尚、出展者の要望によりコミュニケーション支援要員を有償手配した。通 訳 等

共同PR内にてブースデザインを企画後、各出展者の展示ブースの仕様を取りまとめ、ASE主催者と連携を図りながら、下記の
タイムビジュアル社と共にリース品等の手配ならびにブース設営にあたった。

株式会社タイムビジュアル

〒252-0334 神奈川県相模原市南区若松5丁目5番12号
TEL： 042-749-5945 FAX： 042-749-5933

展 示 装 飾

本事業の商談施策（バイヤー誘致、商談機会のセッティング等）の事前および現地調整のため、中国での市場リサーチ及び商
談マッチングの実績が豊富なストラテジック・デシジョン・イニシアティブ株式会社（通称：SDI社）に事業協力を仰いだ。

ストラテジック・デシジョン・イニシアティブ株式会社

〒105-0014 東京都港区芝3-14-4 ＮＢ三田ビル 6Ｆ
TEL： 03-6400-4711 FAX： 03-6400-4712 URL： http://www.sdigrp.com/

商 談 支 援

ASE2010ジャパンパビリオン出展事務局では、特定の通関・輸送業者は指定せず、輸送ルートを持っていない出展者へは、香
港に拠点を有す大昌貿易を紹介した。なお、大昌貿易は、展示会にかかるロジスティクスをはじめ、会期中の現地需要者の誘
致及び、展示会終了後の輸送等の問合せ等にも個別に対応した。

株式会社大昌貿易行

〒106-0032 東京都港区六本木5丁目18番2号大昌第２ビル
TEL： 03-3560-8583 FAX： 03-3560-8547 URL： http://www.dch-japan.com/

物 流 支 援
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Ⅵ.事業運営概要

出展者説明会には出展者12者のうち3者が欠席（株式会社カネダイ、クニヒロ株式会社 、株式会社フタバ／いずれも委
任状提出済）。説明会では、見本市およびジャパンパビリオンの概要説明を行い、終了後は個別面談形式で会期中に
向けての商談マッチングのための事前商談相談会を実施した。

出展者説明会 開会

農林水産省代表挨拶 （輸出促進室 野木 宏祐）

委託事業会社代表挨拶 （共同ピーアール 菅原 豊）

出展者、プロジェクト関係者紹介

出展の概要について

ブース施工・装飾について

輸送・物流について （大昌貿易行 雷 彩霞）

日本食品の輸出について （大昌貿易行 雷 彩霞）

商談マッチング支援について （SDI 伊藤 隆裕）

質疑応答

出展者説明会 閉会

事前商談相談会 開始 （個別面談形式／～１７時終了予定）

大臣官房国際部貿易関税チーム輸出促進室

国際専門官 野木宏祐／課長補佐 南部浩志／輸出業務第2係長 國兼 洋平

株式会社大昌貿易行 雷 彩霞

ストラテジック・デシジョン・イニシアティブ（SDI）株式会社 古川 英太／伊藤 隆裕

共同ピーアール株式会社 開発局 開発営業部及び国際業務部

取締役 菅原豊／局次長 岩澤良夫

部長 木島康雄／主任 篠原見弦／主任 阪井達哉／姜清芳

株式会社あじかん、株式会社神戸、株式会社紀文食品、ジェットエイト株式会社、

大栄フーズ株式会社、株式会社中華・高橋、福一漁業株式会社、マリンフーズ株式会社、

森松水産冷凍株式会社

農 林 水 産 省

物流アドバイザー

商談アドバイザー

事 業 運 営 者

出 展 者

出 席 者

（ 敬 称 略 ）

４．出展者説明会

10：00
10：05
10：10
10：15
10：25
10：40
10：55

11：20
11：40
11：50
12：00

プ ロ グ ラ ム

共同ピーアール株式会社 4階 研修室場 所

2010年7月30日（金）募 集 期 間

下記の募集内容に基づき、対象出展物の生産者、加工業者、輸出・輸入業者から出展希望を募った結果、期間内に16
者の申込みがあり、本事業の協力企業と共に2010年7月5日（月）に審査を選定審査を実施し、最終的に12者の出展者
を選定した。

①日本産農林水産物・加工品の輸出促進に資するものであるか、②出展構成がバランスのとれたものとなるか、③香港
はじめ中国本土等での市場開拓・輸出拡大が見込まれる品目であるか、④市場開拓・輸出拡大のために具体的な考え
を有しているか、⑤バイヤー等業者との商談をフォローする体制が整っているか、⑥新規参加企業と既に輸出している
企業のバランスがとれたものとなるか等を選定基準とし、最終的に12者を決定した。

３．出展者募集・選定

○農林水産省ホームページ ○農林水産物等輸出促進全国協議会への告知 ○専用ホームページ告 知 方 法

日本産水産物、日本において最終加工された水産加工品及び日本産水産物を主原料とした水産加工品の生産者、加工業者、
輸出・輸入業者等を対象に公募。但し、出展物に関しては香港において輸入・販売できるものに限る。

募 集 内 容

10者・団体程度 （小間形式） → 最終的に12者を選定募集スペース

2010年6月14日（月）～7月2日（金）募 集 期 間
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Ⅵ.事業運営概要

５．展示装飾

日本を想起させる赤と白及び水産物をイメージした青を基本色とした装飾デザインを採用。通常よりも各出展ブース内に
商談スペースできる広さを確保し、出展物を見せながらの商談が可能な仕様とした。また、共有スペースにはテーブルを
配置し、イベント開催時は試食テーブルとして、その他の時間は、出展者が商談等にも利用できるようにした。

出展ブース

イベントエリア （デモスペース）

共有スペース

SB02-B
福一漁業

SB02-H
カネダイ

共有スペース

（イベントスペース）

（ストックルーム）

SB02-A
フタバ

SB02-G
神戸

SB02-C
ｼﾞｪｯﾄｴｲﾄ

SB02-I
クニヒロ

SB02-D
中華高橋

SB02-J
大栄ﾌｰｽﾞ

SB02-E
あじかん

SB02-K
紀文食品

SB02-F
ﾏﾘﾝﾌｰｽﾞ

SB02-L
森松水産

冷凍

ストックルーム
・手洗いシンク ・冷蔵/冷凍庫
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Ⅴ.商談支援活動

出展者説明会後に下記スケジュールで事前商談相談会を実施。出展者のうち下記８者が参加し、出展品の選定および
販促に関するアドバイス、商談誘致対象の希望等の相談に対応した。相談会にあたっては、SDI社がコンサルタントにあ
たった。

２．事前商談相談会

【12:00】 あじかん／福一漁業 【14:00】 中華・高橋／紀文食品
【13:00】 神戸／大栄フーズ 【15:00】 マリンフーズ／ジェットエイトスケジュール

共同ピーアール株式会社 4階 研修室場 所

2010年7月30日（金） 12時～17時日 程

・現地バイヤー等のコンタクトリスト作成

・事前商談相談会

・出展情報に基づいたバイヤーコンタクト実施

（招待状送付、電話・メールコンタクト、問合せ対応）

・誘致予定のバイヤー等への来場意思の確認

・会期中の商談スケジュールの調整・管理

・会期中の商談マッチングにかかる現場対応

・事後商談フォロー活動

（現地および出展者からの問合せ対応、商談進捗状況の確認）

１．活動の流れ

2010年6月～7月
2010年7月末
2010年8月

2010年8月末～会期直前

2010年9月7～9日（会期中）
2010年9月～2011年2月

スケジュール

共同PRならびに事業協力企業（SDI社）と共に商談支援活動に下記のスケジュールにて従事。概 要

会期中に商談をセッティングした現地需要者に商談意思を確認
（商談進捗状況、興味のある出展者・出展物の有無等）

会期3ヵ月後の商談進捗状況の確認
会期3ヵ月後の商談進捗状況の確認

事業期間内の商談成果の確認

対象：現地需要者

対象：現地需要者
対象：出展者

対象：出展者

４．事後商談フォロー

2 0 1 0年 1 0月末
（ 第 1 回 目 ）

2 0 1 0年 1 2月末
（ 第 2 回 目 ）

2010年1月～2月
（ 第 3 回 目 ）

スケジュール

会期終了後、下記の3回に渡って、現地需要者および出展者に対して、商談フォローを実施。現地需要者へのヒアリング
の際、商談において有益な情報は出展者に適宜連絡。その他、現地需要者等からの問合せにはSDI社が対応し、出展
者からの商談・物流・販促等に関する問合せ・相談には共同PRを介して、SDI社及び大昌貿易が対応にあたった。

香港内にある日本食材を取り扱う商社及び卸（約50社）・量販店・飲食店等を対象に、会期中の商談セッティングの
為の誘致活動を実施。事前に約20社の商談アポイントを取り付けたが、現地需要者側の都合で当日になってキャ
ンセル及び日程変更等が生じ、都度、調整にあたった。また、会期直前まで最終的な商談意志の確認が取れな
かった現地需要者に対しては、会期中に電話コンタクトを図り、結果として、約30者の現地需要者の誘致に至った。

誘 致 対 象

３．商談マッチング／バイヤー誘致

現地需要者等を約30者誘致し、出展者（12者）に対して、60件以上の商談マッチングを行った。また会期中は、
ブース周辺の来場者を積極的に出展者ブースに誘致し、適宜、商談アレンジを行い、出展各社の商談活動とあわ
せ、全体で1200件以上の商談件数を得た。

商 談 件 数
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Ⅴ.商談支援活動

総括

上記の結果は新規取引の商談状況で、継続取引による売上は計上されていない。本展示会の商談では、既存取引

先の営業フォローの機会としても活用した出展者が多く、それによって継続的に取引のある受注量・金額が上がってい

る例もある。

実際、既に香港に流通している出展者においては、本展示会で新規取引を獲得できなかった場合でも、対香港の輸

出額・出荷量は前年度よりも増えており、継続的な輸出事業の強化策として、本展示会の出展が役立ったという見方も

出来る。

また、自社商品を流通させるインフラを整えて2月以降に具体的な販路確保に向けて動く出展者や、香港への本格的
な市場参入のために現地需要者とのネットワーク構築・強化を次年度の目標にしている出展者など、中期的に見ると

成約が期待できるプロジェクトが継続している例も少なくない。そのため、事業期間内の商談結果だけでは、本展示会

の出展成果を計るのは難しく、具体的な数字として表れてくるには時間を要するものと思われる。

問題点

出展品の現地需要度によって、商談対象が限られてしまう場合もあり、全ての出展者に均等に商談アポイントを獲得

するのが難かった。

事前に商談セッティングのためのアポイントの取付けを行ったが、現地需要者の予定が直前まで確定しないため、事

前に出展者等の事業関係者へのスケジュールの連絡調整が難しかった。

事前にアポイントを取り付けていた現地需要者が他ブースをまわったり、同時開催のR&Bでの商談が長引くなどの都
合で、時間・日程が直前で変更になったり、キャンセルが生じたりしたため、現地で津度、予定調整を行う必要が多々

あった。

現在、香港では地方自治体や様々な機関が主催する日本食商談会が数多く開催されており、現地需要者の中には

日本食材の商談にマンネリな印象を持っている者も少なくなかった。

今後の課題

日本食商談会が飽和状態にある中で現地需要者の関心を喚起する誘致策の検討

商談スケジュールの調整をはじめとする商談セッティングの効率の向上

出展者各社の事前商談活動と連携した支援施策の検討

商談につながる現地需要者だけでなく、出展者の流通のインフラ整備につながる現地ネットワークの構築に結びつく

支援策の検討（有力な関連組合・協会等の関係者との懇親の場の創出など）

６．総評

29,600,000円40件成約見込

28,315,000円19件成約実績
会期後

（2010年9月～2011年2月）

218件成約見込

1,276件商談件数
会期中

（2010年9月7～9日）

金額件数５．商談結果
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７．コンタクト及び誘致を行った現地需要者リスト

EN CH

Elite Fresh Food
Elite Fresh Food は１９８４年に創立された輸入・卸売り企業。香港食品業界で20年以上の実績を持ち、
主に日本、オーストラリア、アメリカ、カナダ、EUの肉類、乳製品、海産を、香港・マカオのホテル、レスト
ラン、スーパーなどに卸している。　また外食事業も行っており、香港でステーキレストランを６軒経営し
ている。

○ ○

Family Care 家健實業有限公司
Family Care LTDは、1981年に創立された輸入・卸売企業。 ヨーロッパ、アメリカ、東南アジア、オースト
ラリア、カナダ、ニュージーランド、台湾、中国などから冷凍や冷蔵の海産物を中心に輸入し、香港の
ファストフードチェーン、レストランと、スーパマーケットなどに卸すほか、自社で小売も行っている。

○ ○

Gain Smooth 家順有限公司
Gain Smooth は2004年に創立された、日本及び洋風食品/食材を専門に扱っている商社。　「美味い
物」というインターネットショップを運営し日本の食品を販売している。　学校や団体への菓子の卸しも
行っている。

○ ○

Golden Ocean Food 金洋綜合食品有限公司
Golden Ocean Food Co Ltdは、日本食品を中心に取り扱うディストリビューターである。主に日本の海産
物、肉類、調味料、酒類、野菜、加工食品を取り扱っている。

○ ○

Integrated management (Food) 宜允(食品)有限公司
Integrated management (Food) Co Ltdは、1993年に創立された食品専門のディストリビューターである。
ヨーロッパ産の野菜を冷凍し、中国本土へと輸入するビジネスを主に行ってきた。特に、中国における
アスパラガスの輸入者としてはパイオニアである。

○ ○

JFC HONG KONG
JFC HONG KONG LTDは、ＪＦＣ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｇｒｏｕｐ（キッコーマン・グループ傘下）が1984年に
香港に設立したディストリビューターである。キッコーマン製品を中心に、オリエンタルフードを扱ってい
る。

○ ○

Longcheerlim Crops 朗竹林藝有限公司
Longcheerlim Crops Limited.は、2005年に創立された、健康食品を販売する企業である。朝食として食
べられるシリアルタイプのものや、調理の際に混ぜる粉末タイプのものなど、栄養分の調整された健康
食品を取り扱っている。製品は台湾の鈺統食品股? 有限公司 で製造されている。

○ ○

Maruwa Japanese Food 丸和日式食品有限公司
Maruwa Japanese Food Ltd.は、台湾発祥の輸入・卸売企業。香港では、タコを中心とした海産物を取り
扱っている。

○ ○

Mienboom International 明邦(香港)有限公司
Mienboom (明邦）は２０００年に創立された商社。日本の食品/食材/飲料を扱っている。　日系スー
パー、日本レストラン、ホテルに卸している。

○ ○

Natural Lot 樂 天 然 有 限 公 司
Natural Lot Ltdは、ディストリビューターである。ブラジル産のグリーンプロポリス、日本産のコラーゲン、
沖縄産の食品（塩、砂糖、ゴーヤ茶）を取り扱っている。

○ ○

Nikken's Japanese Food 日健日本食品有限公司
Nikken's Japanese Food Co., Ltd.は、1990年に創立されたディストリビューターである。香港、マカオ、
中国本土の市場で、日本の食用品、飲料、酒類、調味料、キッチン用品などを提供している。

○ ○

Sun Wah Japanese Food 新華日本食品有限公司

Sun Wah Japanese Food Ltdは、1957年にマカオに創立され、後に香港に進出したディストリビューター
である。香港とマカオの5000以上のホテル・レストランに、日本食材、冷凍魚介類などを提供している。
日本食レストランチェーン「西村日本料理」も経営している。香港、マカオにおける味の素製品のディス
トリビューターでもある。

○ ○

Whole Sun Whole Sunは1981年に創立された食品専門商社。様々なタイプの冷凍と冷蔵肉、シーフードと野菜を
海外から輸入している。

○ ○

Hong Kong Ajisen Co 味千拉?
味千拉? は、1969年に日本の九州で設立された外食企業である。アジア各国に、合計で350店舗以
上のラーメン店を経営している。

○ ○

Aji-No-Chinmi Company 味珍味（香港）有限公司
日本の飲料、調味料、加工食品等を扱うディストリビューターで、DyDo、UCC、丸大食品、日清製粉な
どの正規代理店となっている。

○ ×

Four Seas Mercantile 四洲集團

Four Seas Mercantile Limitedは、1971年に創立されたディストリビューターである。香港と中国本土合わ
せて20の製造工場を持ち、グループ全体では、20カ国以上の国で5000種以上の食用品を扱ってい
る。日本食レストラン「四季」、「大阪大将」、上海料理レストランなどの経営や、ケータリングサービスも
行っている。

○ ×

Grand Regent 香港で、肉や海産物を取り扱っているディストリビューター。 ○ ×

Health Generation 康然健康食品有限公司
Health Generation Ltdは、香港の小売企業。オーガニック食品やサプリメント、ボディケア用品、日用雑
貨、乳幼児向け製品など健康管理用の商品を主に取り扱っている。店舗とECの両方で販売を行って
いる。

○ ×

Hong Kong Komiya 香港光美有限公司
Hong Kong Komiya Co Ltdは、1985年に創立されたディストリビューターである。主に日本の食用品を
取り扱っている。自社工場を持ち、品質管理を行っている。卸し先には、香港、マカオ、中国、シンガ
ポールの、レストラン、スーパーマーケット、ホテルなどがある。

○ ×

. 板前寿司
Itamae Sushi（板前寿司）は２００４年に創立された高級寿司屋。香港に９軒、マカオに１軒、東京１軒経
営している。　社長が毎年来日し食材を調達している。

○ ×

商談
実施

社名
会社概要

事前
アポ
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EN CH

KAIRON　ASIA　COMMERCE KAIRON ASIA COMMERCEは、日本から主に空輸で新鮮な海産物を輸入し、香港の高級日本食料
理店を中心に卸しているディストリビューター。

○ ×

Mineichi (HK) Industries 峰一（香港）実業有限公司

Mineichi (HK) Industries Ltdは、日本の商社、峰一商事の香港法人である。日本の製品の香港への輸
出は、2005年より開始した。配合・テイスト・商品デザインを自社で手がけたアイスクリームを主力製品と
して、他社製品（冷凍食品、加工食品など）も販売している。日本ハム、ジェイティフーズ、オタフクソー
ス、オリエンタルフーズ、キンレイなどの製品を取り扱っている。

○ ×

Otento (HK) Otentoは、千葉県の農業組合法人である和郷園、株式会社和郷が２００７年に香港に設立した、日本
食材の専門商社。日本から果物と野菜を輸入し、日本レストランとスーパーに卸している。

○ ×

Pan Asia Foods 泛亞食品有限公司

Pan Asia Foods は１９８８年に創立されたディストリビューターである。中国で食品の製造、貿易と卸を
行っている。　中国の河北に食品加工工場、広西に冷凍シーフードの工場を経営している。アジア、
EUとアメリカから冷凍豚肉、肉類、ソースなどの食品を輸入する経験も持っている。中国ではWal-
Mart、ジャスコに商品を卸している。

○ ×

Tai Fat Hong Provision 大發行日本食品公司
Tai Fat Hong は１９８１年に創立された、日本の食品の専門商社。海産、加工食品、ソースとドレッシン
グを扱っている。商品を香港のホテル、航空会社、スーパーと日本料理店に卸している。香港、マカオ
と中国にも販売ネットワークを持っている。

○ ×

Top Weal 高盛有限公司
Top Weal Ltdは、1996年に創立された、野菜、果物専門のディストリビューターである。野菜のプラン
テーションを持ち、また、オセアニア、アジア、ヨーロッパ、アメリカなどから野菜や果物を輸入している。
寿司やフルーツギフトなどの小売も行っている。

○ ×

Viola Claro Trading 紫輝貿易有限公司
Viola Claroは２００２年に創立された、イタリアの食材を扱う商社及び商店。イタリアからワイン、ソース、
パスタ、スパイス、オリーブオイルなど輸入し、香港のレストラン、ホテルと自社商店（４軒）に卸してい
る。

○ ×

Vital Comfort 豐美登有限公司
Vital Comfortは1989年に創立した、健康で豊かな生活を促進するための非営利組織。オンライン
ショッピングサイトを運営している。穀物、肉類、加工食品、生鮮食品のほかに、健康食品（サプリメン
ト）や、調理用機器（ミキサー）なども販売している。

○ ×

Wilson Intl Frozen Foods 威信国際食品

Wilson Intl (威信国際食品）は１９７７年に創立された食品専門商社。３１年以上冷凍肉類、豚肉、シー
フード、加工食品、乳製品と飲料を輸入する経験を待つ企業である。　販売ネットワークは香港、マカ
オと中国をカバーし、スーパー、ホテル、レストラン、航空会社、客船会社、ファストフードチェーンと食
堂に商品を提供している。

○ ×

Magushi 真串燒鳥專門店
Magushiは今年事業開始した日本スタイルのレストラン。日本の酒、果物、野菜と旬の食材を輸入して
いる。

○ ×

Sojitz （双日（香港）有限公司 日本の総合商社、双日の香港支社。 ○ ×

AEON Stores 永旺(香港)百貨有限公司
日本の大手流通グループであるイオングループの香港支社。1987年に香港1号店を出店して以来、順
調に店舗数を拡大しており、2010年6月現在では、香港に33店舗を営業している。 × ○

Chiyo Japanese Foods Company 千代日本食品有限公司 日本食品を中心に取り扱っているディストリビューター。 × ○

EN GROUP
EN GROUP LIMITEDは、2000年に創立された、香港に拠点を置く外食チェーン。「えん　Japanese
Dining Bar」、「古酒家えん」「ちゅら」などの沖縄料理店や居酒屋のほか、和牛専門店など複数の店舗
を香港とシンガポールで展開している。

× ○

KITI COMPANY 大手ローカルサプライヤー（日清製粉、TOHATO、LOTTE等の代理店） × ○

New Bon Marine
 
 味鮮食品有限公司
  

New Bon Marine (HK) Ltd は、世界各国から食品を輸入するディストリビューターである。アメリカ、日
本、チリ、ノルウェー、ベトナム、中国から輸入している。

× ○

NUTRILINK 營? 食品有限公司 食品全般を取り扱っている輸入・卸の会社。 × ○

Pacific International Seafoods 詳細不明 × ○

POKKA COORPORATION ポッカコーポレーションの香港法人。香港においては、コーヒーレストラン「ＰＯＫＫＡ　ＣＡＦＥ」、とんか
つ専門店「とん吉」等の経営を行っている。

× ○

Sky Dragon (CHK) Trading Sky Dragon (CHK) Trading Limited は、2003年に創立された貿易会社。食品の他、食卓やキッチン用
品なども取り扱っている。

× ○

商談
実施

社名
会社概要

事前
アポ
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EN CH

SOGO HONG KONG 崇光（香港）百貨有限公司 1985年に営業を開始した、日本の百貨店「そごう」の香港支店。 × ○

WAI FAD SEAFOOD COMPANY 海産物を中心に取り扱っているディストリビューター。 × ○

WAI KEE MARIN PRODUCTS 偉基海產 海産物を中心に取り扱っているディストリビューター。 × ○

Agehan あげ半
あげ半は、香港で営業する日本食レストランである。寿司やてんぷら、魚料理などの日本食とともに、
日本の酒を提供している。日本の生産者から一部直接食材を購入しており、香港の商談会では頻繁
に出席している。

× ○

New Kondo Trading 近藤貿易有限公司
香港における日本食品商社のパイオニア的な存在。1000種類以上の食材を香港市場にて販売してい
る。2005年に四洲集団に買収された為、現在は香港資本の企業となっているが、現在も日々コンテナ
単位で日本からの輸入を行っている。

× ○

Shin Tai Ho (HK) 新大和（香港）有限公司
新大和は創業1954年の日本の輸入品を専門に扱うディストリビューターである。冷凍/冷蔵/乾燥/保税
倉庫を持っており、香港の大手スーパーPark'N Shop、ジャスコ、UNYに流通ネットワークを持つ。現在
はアサヒビール、キーコーヒー、タカラ酒造などの正規代理店となっている。

× ○

Wai Wai Japanese Restaurant 串焼処　和居和居
香港にある日本の居酒屋スタイルの飲食店。近くにMusic Box Karaokeという日本スタイルのカラオケ
店も経営している。

× ○

商談
実施

社名
会社概要

事前
アポ
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Ⅵ-1. 広報支援活動（オープニングイベント）

・農林水産省（2名） ・大昌貿易 ・共同PR関係者

各社担当者1名出展者

・メディア関係者（20～25社）招待者

ジャパンパビリオン共有スペース内場 所

2010年9月7日（火曜日/会期初日） PM12：00～PM13：30日 時

・谷祖琳（Joo Koo）：女優、フードコメンテーター
・在香港日本国総領事館 岩崎 徹 領事

１．実施概要

来賓

参 加 者

初日の開催時間にあわせて現地メディア向けのオープニングイベントを開催。

出展者様の販路創出・拡大の広報支援として、メディア向けのオープニングイベント（試食会）を開催。レセプションには
香港のメディア関係者を招き、輸出拡大に向けて積極的に取り組むジャパンパビリオンの出展模様、ならびに日本水産
物への理解を深め、メディアの露出（記事化）を図った。

結果として、20社以上のメディアが参加し、大盛況をおさめた。また、イベント終了後および翌日以降、農林水産省ならび
に出展者への取材依頼があり、現地PR会社とともにメディア対応にあたった。

２．進行プログラム

閉会（試食＆取材は引き続き可能とした）13：20 –13：25 pm

試食＆取材13：10～

試食開始のアナウンス＆フォトセッション13：05 –13：10 pm

ゲスト（谷祖琳）のコメント13:00 –13:05 pm

試食デモンストレーション開始（食材の紹介／ゲスト＆シェフ＆MC）
試食メニュー：ふかひれ茶碗むし、海鮮豆乳鍋、巻き寿司、温野菜の海鮮サラダ

12:35 –13:00 pm

ゲスト（谷祖琳）、シェフ（渡貫卓也）、出展者（12社）の紹介12:30 – 12:35 pm

ご挨拶：農林水産省 輸出促進室 南部浩志様12:20 –12:30 pm

開会（MCアナウンス）12:15 –12:20pm

受付開始12:00 –12:15 pm

プログラム時間

＜ゲストプロフィール＞＜ゲストプロフィール＞ 谷祖琳（ジョー・コク、Jo Koo）

1977年生まれ。香港出身。叔父が映画監督のヴィンセント・コク（谷徳昭）。大学在学中にサム・リー（李燦森）
を発掘したフルーツ・チャン（陳果）監督に見出され、卒業直後に「花火降る夏」で女優デビュー。同作で第１

８回香港電影金像奬の新人賞にノミネートされる。香港市内の甘味店「小甜谷」のオーナーでもあり、著書に

『快楽厨房』がある。現在、女優・歌手・司会者として、各方面で活躍中。
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Ⅵ-1. 広報支援活動（オープニングイベント）

試食実演

取材模様

開催模様

３．開催模様

※（写真左から）ふかひれ茶碗むし、巻き寿司、豆乳鍋、海鮮サラダ

提供メニュー
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Ⅵ-2. 広報支援活動（試食実演）

出展事務局主催及び出展者による試食・実演を共有スペースで実施。

出展物への理解を深める広報支援策として、試食・実演イベントの企画・運営にあたった。会期日程及び来場者が最も多く訪れる時間
帯等のバランスをみながら、出展事務局による試食デモンストレーション及び出展者によるプレゼンテーションを実施。結果として、出
展物への理解促進につながると同時に、常に盛況な雰囲気を醸成することができ、会場入口中央にブースが配置されていた点も奏功
し、来場者の殆どがジャパンパビリオンに足をとめ、出展ブースを回遊する動線を作ることができ、来場・商談の促進につながった。

渡貫卓也（わたぬき たくや）

「食彩わたぬき」代表。１９８８年辻調理師専門学校に入社。
同校日本料理研究室教授として20年間プロ料理人の育成に勤める。
＊ANA系列ホテル中国北京新世紀飯店 日本料理「雲海」で現地中国人に日本料理技術指導のほか、農林水
産省委託事業マカオ国際食品展示・商談会Wine & Gourmet2008にて日本料理レセプションのプロデュースを
手がける。

＊出版活動ではNHK出版「食彩浪漫」１年間連載、NHK出版「調理法別日本料理」、講談社「ワインを楽しむ基本
大図鑑」、サントリー「リカーショップ」など担当する。

＊料理講習会として、日経美味学サロン講師や国立市市民講座講師をつとめ、現在は「食彩わたぬき」にて企業
向けの料理研究開発やコンサルティングを中心に、地域に密着し料理やお弁当の販売を行う。

協力シェフの
プロフィール

事前に実演希望を募った結果、12者中7者が実施予定だったが、
商談状況等の事情により、結果的に5者が行った。

出展者
プレゼンテーション

出展事務局企画の実演・試食イベントを実施するにあたって、各出展者より50食分の食材提供を依頼し、料理
研究家の渡貫卓也氏よる調理・試食デモンストレーションを行った。実施の際、メニュー（料理）の説明と共に、
出展物の特長や調理方法のレクチャー等を交えたことが、出展物の汎用性の訴求にもつながり、現地需要者
に好評であった。

１．概況

出展事務局
主催イベント

２．実施スケジュール

15：30-16：00
森松水産冷凍

19：00

18：00

＜出展事務局主催＞＜出展事務局主催＞
1717：：0000～～1818：：0000
試食デモ試食デモ

（豆乳鍋、海鮮ｻﾗﾀﾞ）（豆乳鍋、海鮮ｻﾗﾀﾞ）

17：00-17：30
大栄フーズ

17：00

16：00
15：30-16：00
紀文食品

15：00-15：30
ジェットエイト

15：00
14：30-15：00
福一漁業

14：00

13：00

＜出展事務局主催＞＜出展事務局主催＞
1212：：0000～～1313：：0000
試食デモ試食デモ
（巻き寿司）（巻き寿司）

＜出展事務局主催＞＜出展事務局主催＞
1212：：0000～～1313：：0000
試食デモ試食デモ

（ふか（ふかひれひれ茶碗むし）茶碗むし）

＜出展事務局主催＞＜出展事務局主催＞
1212：：0000～～1313：：3030

オープニングイベントオープニングイベント
（メディア向け試食イベント）（メディア向け試食イベント）

12：00

9/9（木）9/8（水）9/7（火）
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Ⅵ-2. 広報支援活動（試食実演）

【海鮮サラダ】
・カネダイ(KANEDAI CO., LTD. )のLightly-Salted Fatty Bonito
・紀文食品(KIBUN FOODS INC. ) のChee-Chiku (Broiled Surimi seafood with cheese)

【ふかひれ茶碗蒸し】
・フタバ(FUTABA CO.,LTD. ) のBonito Extract Liquid Type(White)
・中華・高橋(CHUKA TAKAHASHI CORPORATION) のRetort Shark Fin

【巻き寿司】
・あじかん(AHJIKAN CO.,LTD. ) のSeafood Leg Stick、
・大栄フーズ(DAIEI FOODS CO., LTD. ) のFrozen Seasoned Flying Fish Roe、
・福一漁業(FUKUICHI FISHERY CO.,LTD. ) のSuper-Frozen Tuna、
・ジェットエイト(JET8 CO., LTD. ) のYellowtail for Sashimi、
・マリンフーズ(THE MARINE FOODS CORPORATION ) のFrozen Seasoned Salad with Sea Urchin and Scallop

9/9
12:00-13:00

【豆乳鍋】
・神戸(KANBE CO.,LTD. ) のFrozen scallop meat、
・クニヒロ(KUNIHIRO INC. ) のFrozen Oyster Meat、
・森松水産冷凍(MORIMATSU SUISAN REITO CO, LTD. ) のYellowtail Loin

３．出展事務局主催イベント模様

9/8
17:00-18:00

9/8
12:00-13:00
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Ⅵ-2. 広報支援活動（試食実演）

紀文食品

福一漁業

ジェットエイト

大栄フーズ

４．出展者プレゼンテーション模様

森松水産冷凍



24

Ⅵ-3. 広報支援活動（PR活動）

・活動方針の決定

・メディアリスト作成

・プレスリリース配信（出展告知）

・オープニングイベントにかかる現地調整（ゲスト招致等）

・香港メディアに対するオープニングイベント招待状の送付

・プレスキット等の広報ツールの作成

・オープニングイベント開催

・プレスリリース配信（出展模様レポート）

・会期中における取材誘致及びメディア対応

・事後パブリシティ獲得のための写真撮影（カメラマン手配）

・掲載フォロー活動

１．活動の流れ

2010年8月上旬

2010年8月12日

2010年8月下旬

2010年9月7日

2010年9月７～9日

2010年9月～2010年12月

スケジュール

本事業において、現地需要者等をはじめとする多くの業界関係者にジャパンパビリオン及び出展者（物）情報を周知させ
るためのパブリシティ（記事化）活動を行った。会期中、ジャパンパビリオンに香港メディアを誘致するべく、初日にパビリ
オン内にてオープニングイベントを開催。香港で活躍する女優・谷祖琳（Joo Koo）をゲストに招き、料理研究家・渡貫卓
也氏による出展物を使った試食デモを行い、香港有力メディアでの記事掲載に至った。
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Ⅵ-3. 広報支援活動（PR活動）

３．主な掲載実績

Food & Catering magazine30,000Monthly25,38,76-77-----譽源雜誌
GROCER & CATEREROct 2010

Travel magazine30,000Monthly60-----香港ウォーカー
Hong Kong WalkerSept 2010

Local Chinese Newspaper78,164DailyD2Entertainment星島日報
Sing Tao Daily

Local Chinese Newspaper253,000DailyC1Entertainment大公報
Ta Kung Pao

Local Chinese Newspaper100,000DailyC03Entertainment成報
Sing Pao

Local Chinese Newspaper300,000DailyA24Local News太陽報
The Sun

Local Chinese Newspaper800,000DailyA28Local News東方日報
Oriental Daily

Local English Newspaper101,801DailyC1Local News南華早報
South China Morning Post

Local Chinese Newspaper93,052DailyA15Local News香港經濟日報
Hong Kong Economic Times

Local Chinese Newspaper318,000DailyA17Local News香港商報
Hong Kong Commercial Daily

2010.09.08

RemarksCirculationFrequencyPageSectionMediaDate

２．メディアリスト

Electronic
ATV
Cable TV
Hong Kong Broadband Network
Hong Kong Commercial Broadcasting
Metro Finance
Now TV
RTHK
TVB
Phoenix Satellite Television
Shenzhen Media Group
Cable TV Channel 27 ( Health & 
Lifestyle Broadcast )

News Agency
Central News Agency (Hong Kong 
Branch)
China News Service (Hong Kong 
Branch)
EyePress News
Infocast Financial Newswire
Xin Hua News Agency
Yomiuri Hong Kong Y.U.S. 

Online Media
On.cc
Sina.com.hk
Atnext.com
Headline.com
21 Food & Beverage Online
Asian Net
Eat-japan.com
B2BManufactures.com

Newspaper
am730
Apple Daily
Headline Daily
Hong Kong Commercial Daily
Hong Kong Economic Journal
Hong Kong Economic Times
Metro Daily
Ming Pao
Oriental Daily
Sing Pao
Sing Tao Daily
South China Morning Post
Ta Kung Pao
The Standard
The Sun
Wen Wei Po

Magazine
Winenow Monthly
Jessica
Concierge
Three Weekly
中國飯店
HK Magazine
Grocery Trade Magazine
Hong Kong Walker
Let’s go 
Hotel Yummy
Needs
East Week
Next Magazine
Ming Pao Weekly
Eat Travel Weekly 
Express Weekly
Next Magazine
Oriental Sunday
TVB Weekly
U food
Weekend Weekly
Coffee T&I
Blue Sky Book
The Peak
Metropop
Decanter國際中文版
Crave Hong Kong
Asian Hotel and Catering Times
GROCER & CATERER
Restaurateur餐營者
WORDOMOUTH (WOM Guide) 
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Ⅵ-3. 広報支援活動（PR活動）

繁体字

2010.08.12 配信

出展告知

プレスリリース①
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Ⅵ-3. 広報支援活動（PR活動）

英字

2010.08.12 配信

出展告知

プレスリリース①
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Ⅵ-3. 広報支援活動（PR活動）

繁体字

2010.09.07 配信

会期中

プレスリリース②
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Ⅵ-3. 広報支援活動（PR活動）

英字

2010.09.07 配信

会期中

プレスリリース②
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Ⅵ-4. 広報支援活動（掲載実績）

水産物は50％以上のシェア、3年連続アメリカを上回る。日本からの水産物の輸入は香港トップ
円高で日本の食品の価格は高くなるなか、3年連続でアメリカを追い越し、香港が日本の農林水産物の最大の輸出先となっており、とりわ
け水産物は輸出総額の半分以上を占めている。

・料理法を広めることでホタテが人気商品に

日本水産物が日本で成功した鍵となるのは高品質の食材を使用した料理（使い方）を教え込むことだ。ホタテはこうした手法により、サー
モンを凌ぐ人気商品の仲間入りを果たした。ASE2010に出展したジャパンパビリオンが人気を呼んだ理由も、12社の日本水産企業が、刺
身・寿司・鮮魚汁など多様な製品を揃え、さらに香港人の口に合うレシピの紹介も行った点にある。

・中流階級市場を狙って日本企業が香港に登場（出展）

日本農林水産省・輸出促進室の南部浩志氏は「安全・健康が日本産水産物の最大のセールスポイントのひとつ」と語り、海外向けの輸出
戦略に取り組む背景を説明した。現地における農林水産品の供給が不足がちな香港では、日本の食文化の普及に伴い、ますます日本
食材に対する需要が高まっている。今回のASE2010に出展する意欲がある日本メーカーは少なくないが、その中から12社が厳選され、
ジャパンパビリオンとして出展し、中国市場における更なる普及を目指す。

記事内容記事内容

香港を代表する経済紙のひとつ。

http://www.hketgroup.com媒体概要媒体概要

香港經濟日報 <Hong Kong Economic Times >媒体名媒体名

新 聞新 聞2010.09.08
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Ⅵ-4. 広報支援活動（掲載実績）

シーフードショーに大勢のバイヤーが試食

昨日ASE2010が開催され、日本海産物が会場で大きな注目を集めた。日本農林水産省が日本の有名な水産企業12社を率い、香港に出
展し、大勢のバイヤーが試食に駆けつけた。

・３日間で8千のバイヤーが来場
ASE2010は3日連日で会議展覧センターにて開催され、世界各国から出展者が集まった。そのなかで日本（ジャパンパビリオン）は、会場
最大の展示エリアを占め、様々な水産物を出展して大勢のバイヤーがブースに試食に駆けつけた。日本農林水産省・輸出促進室の南部
浩志氏は「昨年の日本農林水産物の輸出額は990億円に達して、そのうちの約半分の500億円は水産物で占められた。今年の前半だけ
で昨年同期より3割増となった」と説明した。

・日本ふかひれメーカー、香港スーパー進出を目指す

株式会社中華・高橋は、日本のふかひれ市場で最大のサプライヤーである。同社の執行役員管理本部副本部長の笠原宗彦氏は、「同社
が開発した”レトルトふかひれ”及び”ふかひれカレー”を上海の展示会に出展した際、好評を博したが、関税が高いため、小売値を高くせ
ざるを得なかったという原因で、今後、香港におけるスーパー進出を目指し、その後から大陸市場を狙いたい」と語った。

記事内容記事内容

経済・ビジネスに直結した情報を中心とした情報を発信する香港を代表する日刊紙。発行部数は香港～広
東省中心に毎日４０万部程度だが、新聞と連動した「香港商報Ｗｅｂサイト＝香港商法HKCD 窓網」は、ここ
数年拡大傾向にあり、１日アクセス数平均約１００万件、クリック数平均約２００万件を誇り、特に香港～華南
地域においては経済新聞サイトとして認知されている。

http://www.hkcd.com.hk/

媒体概要媒体概要

香港商報 <Hong Kong Commercial Daily>媒体名媒体名

新 聞新 聞2010.09.08
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Ⅵ-4. 広報支援活動（掲載実績）

新しいシーフード商品の超低温冷凍マグロ
寿司や刺身が好きな人が多い香港では地元の新鮮な海鮮料理は愛されていますが、最も鮮度を保った超冷凍マグロは香港では未だ
流通していません。鮮魚のマグロよりも新鮮な超冷凍マグロは、もし供給業者が香港での十分な需要を見込めれば、香港のレストランなど
では取り扱うところが増えてくるはずです。

福一漁業のマネージング・ディレクターの近藤氏は、「我々の商品が適正のマイナス40度で冷凍保管できるか確認する必要がありま
す。」と言っています。「香港の都心にある冷凍保管施設のほとんどはマイナス20度までのものしかありません。」と、今回初開催のアジア
シーフードショーの会場でコメントしました。「ひとつの方法としては、我々自社の冷凍保管庫を香港に作ってしまうことです。または、マイ
ナス20度の冷凍保管庫をマイナス40度に改造することもできると考えています。」

記事内容記事内容

香港がイギリス領であった1903年に創刊された伝統ある日刊英字新聞。香港返還後も引き続き多くの英語
話者を抱えている香港で固定的な読者を持ち、2006年現在の発行部数は約10万4,000部である。
http://www.scmp.com/

媒体概要媒体概要

南華早報 <South China Morning Post>媒体名媒体名

新 聞新 聞2010.09.08
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Ⅵ-4. 広報支援活動（掲載実績）

東方報業集團有限公司グループに属する香港の新聞紙。1999年創刊。

http://the-sun.on.cc/
太陽報
The Sun 

香港で発行される繁体字中国語の新聞。香港の中国語新聞の中では最
大の発行部数を誇る。

http://orientaldaily.on.cc/

日本制のレトルトふかひれ、シーフードショーに出展

初回を迎えたASE2010にて、日本の株式会社中華・高橋は、レトルト包装を目玉として出展した。責任者である笠原宗彦氏は、「レトルトふ
かひれの保存期間は２年であり、中国大陸にまだレトルト加工された製品がないため、今後の市場需要が見込める」と語った。そのほか、
同時に出展した“紅焼ふかひれ”や “ふかひれカレー”は、袋ごと加熱して丼を楽しむ事が簡単にできるため、香港人のファースト食文化
に合致している。

記事内容記事内容

東方日報
Oriental Daily媒体名媒体名

＆＆

媒体概要媒体概要

新 聞新 聞2010.09.08
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Ⅵ-4. 広報支援活動（掲載実績）

香港で中国言語で発行される大手新聞。16の海外版があり、9つの海外
局によって出版され、世界中の100都市をカバーしている。

http;//www.singtao.com/

星島日報
Sing Tao Daily

中国・香港の新聞。20世紀初頭に天津で創刊され、今も香港で発刊が続
いている。中国語新聞としては史上最長の発行期間を持つ。

http;//www. takungpao.com/

大公報
Ta Kung Pao

香港の代表的な一般紙。1939年創刊。毎日10万部発行。

http://www.singpao.com/

女優の谷祖琳（Joo Koo）がAsian Seafood Expositionの日本パビリオンを訪れ、有名シェフである渡貫卓也
氏と試食デモンストレーションを開催（参加）した。

記事内容記事内容

成報
Sing Pao Daily News

媒体名媒体名

＆＆

媒体概要媒体概要

新 聞新 聞2010.09.08
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Ⅵ-4. 広報支援活動（掲載実績）

アジア・太平洋地域で最も注目されたシーフードエキジビジョン――「アジアンシーフードショー」が、9月7日（火）～9日（木）の間、湾仔会
議展覧センターにて行われた。優れたシーフード商品を生産する日本メーカー12社が出展。日本産の水産物の魅力をアピールするため
に、高品質の水産品ならびに水産加工品が展示された。試食以外に、来場者は今回の出展を通して日本の水産物への認識をさらに深
めることができると思われ、実に一石二鳥といえるでしょう。ジャパンパビリオンについて下記オフィシャルサイトをご覧ください。www.j-
pavilion.com

（商品が掲載された株式会社フタバ製品のキャプション）
・どんどんシリーズ白つゆは卵料理と相性が抜群で美味しく仕上がる。

・だしパックマリンブルーをいれるだけで風味豊かに仕上げることができる。

記 事 内 容記 事 内 容

日本国内6地区と海外2地区、計8地区版が刊行されている（2009年現在）角川グループの情報誌”ウォー
カー”シリーズの海外版のひとつ。角川グループホールディングスのグループ会社である香港の角川洲立
出版(亞洲)有限公司より2007年に創刊。
http://www.hongkongwalker.com.hk/

媒 体 概 要媒 体 概 要

香港ウォーカー媒 体 名媒 体 名

雑 誌雑 誌2010年9月号
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Ⅵ-4. 広報支援活動（掲載実績）

Fresh Media Concepts社によって2007年に創刊された食品専門誌で、高品質な食料雑貨、ケータリング、
ホテル＆ワイン情報を提供している。

http://gc.freshmedia.com.hk/index.php
媒 体 概 要媒 体 概 要

GROCER & CATERER 譽源雜誌媒 体 名媒 体 名

雑 誌雑 誌2010年10月号
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Ⅶ. 来場者アンケート実施報告

総括

香港市場において日本産品は高品質で安全というイメージは既に浸透している。また現地需要者における日本産食品
の取り扱い状況を見ても、中国本土と比較しても非常に高く、限られた市場の中で相当量の日本産品が流通していると
見受けられた。

商品の選定において、中国本土では“味が受け入れられるかどうか”が、ひとつの大きな指標となっているが、香港にお
いては味だけでなく、“安全性”“品質”“ブランド”などの価値と価格を総合的に判断して選定を行っていることが見受けら
れる。中国本土と比較して価値相応の評価を行う率が高いため、従来、価格の安い中国産品との競合において、日本産
品は“高品質・安全”なブランド価値で差別化を図ることで市場参入を行ってきたが、昨今では、日本産品の流通が増加
したことで、日本産品同士の競合が加速している。こうした状況では、単なる“安全・高品質”の訴求だけでは弱く、商品独
自の明確な付加価値の醸成が今後の課題と思われる。

香港における日本食品市場は成熟期に入っていると考えられ、従来の購買層であるハイエンドからミドル層への拡大、
日本食レストランから他国系レストランといった、市場の裾野拡大のための商品開発及び事業戦略が、輸出増加のため
に不可欠と思われる。

来場者属性

商社、ディストリビューター、小売で6割以上を占め、流通関連の現地需要者が多く見られた。特に商社の比率が高く、こ
れは食品の大半を輸入に頼っている香港の市場性によるものと考えられる。

納入先

レストランと小売で二分されている。レストラン系では日本料理と中華料理の比率が高い。日本食材に対するニーズは納
入先から見ても中華レストラン、日本食レストランに絞られている。流通ではデパート、スーパーの比率が高く、日本産の
高価格商品を取扱える納入先を持つ現地需要者が多い。

選定のポイント

“安全性”を一番重視しているが、産地、鮮度、味、価格も同等の重視ポイントとなっている。商品価値（安全面と品質）と
価格について総合的に評価を行っていると考えられる。

価格意識

高品質であれば高くても購入するが7割となっており、価格優先での購入は2％と非常に低い。商品の価値に見合った価
格であれば購入する傾向が高いが、逆に商品価値を十分に訴求・理解促進できなければ、価格面での折り合いがつか
ないという点にも通じる。

日本産品の取扱状況

約7割の現地需要者が既に取扱っており、相当量の日本産品が流通しているため、日本産品同士における競合が発生
している。

日本産品に対するイメージ

「高品質」「安全」「体に良い」が約77％と高く、日本産品の高品質イメージは既に浸透している。また取り扱いたい日本産
品として、水産品・水産加工品が飛びぬけており、水産市場における“日本産“ブランドのポジションが確立していると言
える。

併催の展示会Restaurant & Bar（通称：R&B）とフロアが異なっ
たため、ASE2010会場はR&Bに比べて来場者数が少なく、ア
ンケート回答者を多く確保することが難しかった。

アンケート回答総数：59名
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Ⅶ. 来場者アンケート実施報告

Ｑ．回答者の属性（業種）

商社
36%

レストラン

20%

ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰ
13% ホテル

ケータリング
15%

小売
13%

そ
の

他

3% フレンチレストラン

2%

イタリアンレストラン

2%

その他
19%

日本食レストラン
17%

中華レストラン

19%

その他

レストラン
10%

専門

食料品店
12%

デパート

スーパーマーケット
19%

Ｑ．主な納入先

Ｑ．食品・飲料選定ポイント
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高品質な食材なら

高くても購入する

70%

価格優先で

食材選定を行う　2%

安全性や味など必要な

最低限の条件を満たしている

安いものを購入する

28%

Ｑ．食品・飲料選定ポイント
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Ⅶ. 来場者アンケート実施報告

Ｑ．日本食品の取扱い状況 Ｑ．日本食品のイメージ

特に

取扱いたい

とは思わない

7%

取扱ったことはないが

今後取り扱いたい

24%

現在

取扱っている

32%

現在取扱っており

今後量を増やしたい

37%

高価
11%

安全
23%

おいしい
12% 健康に良い

18%

高品質
36%

Ｑ．取扱いたい日本食材
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水産品・水産加工品 米　 果実 酒類 麺類 調味料類 日本茶 味噌 菓子類
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１．展示商談活動の概況

Ⅷ. 出展者アンケート実施報告

全体 9月7日 9月8日 9月9日 3日間合計

ブース全体への訪問者数 2,765 2,685 1,928 7378

商談件数 548 472 256 1,276

成約件数 11 6 11 28

成約見込件数 86 65 39 190

※訪問者数は各社計により重複有り

・今後の成約に結びつきそうな企業との接点があった

・日本の高い製造技術と安全性をアピールし、日常のものとの違いを訴求

・サンプリングは行わなかったがメディアにも関心を持ってもらえた

・香港・マカオ・上海のレストラン・ホテル関係者の名刺獲得が出来た

・試食により現地の好みを把握、成果はあった

・フォロー次第で販売量の相当アップが見込まれる

・日本食レストラン、商社からの問い合わせ件数がアップ

・試食後すぐに積極的な商談に入ることが出来た

・香港での味の好みが分かった

・複数の来場者から納品依頼を受けた

・試食サンプリングが有益であった

・多くの人に日本のかきの味、良さを伝えられた

・香港市場にハマチを少しでも紹介できた。また食べに来てくれる来場者が多かった

・試食は少なめに設定し要望された場合に提供、製品ロスを軽減したことは結果的に良かった

・現地志向を肌に感じ長期的に効果あり

サンプリング成果例

・現地水産関係者・レストラン関係者と直接商談が行えた

・試食により商品理解の促進が出来た

・予想以上の来場者で多数の国と接する機会があった

・来場者数は少なかったがビジネスの話しが多かった

・出展物の相場と現地の味覚が分かった

・大きすぎない分来場者が全てのブースを見てまわれた

・直接香港の日本食レストラン、ホテルの話しを聞くことが出来た

・現地および周辺地域への商品および会社案内の場となった

・新規見込み客を得た・香港・中国以外の国との商談が出来たことが大きい

・香港中国でのギフト需要の確信が出来た

・規模的に思ったより小さかったが密度の濃い商談が出来た

出展成果例

２．出展の成果

非常に役に立った
50%

役に立った
50%
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Ⅷ. 出展者アンケート実施報告

・事前商談セッティング

・サンプリングにあう商品の開発

・単価・物流等を予め資料作成

・ツール関係の充実

・事前に香港に来て商談と下調べを行った

・現地販売店とのすり合わせとレシピ集の作成

・香港在住の日本人、共同出資会社への出展告知

・小売向けにクロス販売が可能なセット組商品の企画

・和食器を使ったテーブル全体のコーディネイト

・出展商品以外の告知

・既存顧客への出展告知

・香港で販売実績のある商材に絞って紹介

具体的な取組例

３．商談活性化に対する取組み

0 2 4 6 8 10

社数

取引先へのコンタクト

ＤＭ発送等の告知活動

事前商談のセッティング

販促ツールの強化

現地嗜好を考慮したサンプリング

その他

・小ロット対応可能な強みが生かせる問い合わせを多く得た

・国を問わず多くの来場者から当社製品に興味を持ってもらった

・軍艦寿司での試食が好評

・直接表情を見ての製品に対する反応が見れた

・手軽に調理できるフカひれで姿は見たことが無いとの声

・甘エビ・かに製品への理解が深く具体的にはなしが出来た

・現地問屋が多く商談内容が具体的であった

反省点・課題

・日本食レストランへの業務卸成約

・来場者特に飲食店向けに新規販路を開拓する

・香港での認知度向上と拡販

・成約10件と具体的な商談
・新規顧客の獲得

・既存顧客との商流拡大

・日本のかきに対する理解を深める

・販路拡大と商品ＰＲ

出展目標

４．出展に対する満足度（全体）

非常に満足
1社どちらでもない

2社

満足
9社
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６．商談相手の業態

Ⅷ. 出展者アンケート実施報告

・出展商品以外のリクエストもあった

・多くの来場者があったため

・来場者の生の声が聞ける

・試食が出来るため

販売促進／PRの場として

・数多くの問い合わせをもらった

・中国側の情報が少なかったため参考になった

・試食の反応をみれるため・試食が出来るため

新製品等発表の場として

・味や金額等の正直なリアクションがもらえた

・販売ルートの無い国の人と接する機会が出来た

・来場者の声を商品へのフィードバック

製品に対する来場者からの意見収集の場として

・日本の代表としてJapanブース
・試食が出来るため

既存顧客へのアピールの場として

・数多くの問い合わせをもらっている

・中国側の情報が少なかったため参考になった
新規代理店発掘の場として

５．出展に対する満足度（商談）

4
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その他

非常に満足
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10%

15%

17%

19%

17%

7%

15% 商社

ブローカー

ディストリビューター

日本食レストラン

その他レストラン

ホテルケータリング

量販店（スーパーマーケット等）
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【具体的な内容】
・輸送に関する問い合わせをもらった

・香港や他地域での販売状況や取組みについて情報を得ることが出来た

・自社取扱商品以外の販売状況や中国の情報を得ることが出来た

・輸出事業等の状況の意見交換

・出展物の相場、流通に関する情報、香港意外の需要国について

８．出展者間の情報交換・協力関係の構築

Ⅷ. 出展者アンケート実施報告

・中国本土、ｵｰｽﾄﾗﾘｱ、シンガポール：輸出希望先（国）の通関の厳しさ

・インドネシア：高付加価値商品提供における市場性の低さ

・タイ：競合が多い

・韓国：大手商社による市場占有率が高い

・中国：関税・増置税・衛生検査が壁となって輸出になかなか成功しない

・言語・文化・商習慣の違い

・取引してよい企業かどうかの判断

・物流(コンテナつくりや支払）
・代金回収

・規制への対応

香港以外の需要者との

商談における課題・懸念事項

･広東語の方がスムーズにはなしが進められる

・現地にコンタクトパーソンがいる方が安心感を与えられる

・付加価値商品でないと価格競争に陥る

・香港は卸・貿易会社が多いため有望な業者を選択するのが難しく、業者間のバッティングが多い

・英語が通じにくい場合があるため社内育成の必要性あり

・対象企業の情報が分からないため取引してよいかの調査が必要

・価格、混載、

・価格に対する評価が二分しており価格設定が難しい

・現地法人の必要性を感じた

・出展物の知名度の向上

・塩味や甘味など現地嗜好に合わせる必要がある

・インフラ設備と現地デリバリー（超低温）

・価格競争が厳しい

香港でビジネスを展開する上での課題

・現地レストランに対して水産品以外の取扱商品も展開

・他地域への展開

・広州・深圳など近隣地域への販売エリア拡大

・既存代理店へのエンドユーザーの引継ぎと新規代理店の拡大

・新規獲得後、コンテナつくりについて詰めていく

・香港、マカオ、中国のギフト対応商品で旧正月用の売込みを図りたい

・様々な国への見積設定後、商品価格の提示

・出展物の出荷と新規取引開始

・現地にインフラを整えて10ｔ／月のコンテナベースの商売につなげていきたい
・販売店と連携したフォローアップと来年の見本市出展

本展示・商談会を機に予定される

ビジネス展開について

・ミニマムロットと見積

・香港でのコンタクト先

・原料の種類や産地の確認。

・輸出FOB価格や香港での流通価格の提示
・香港での代理店の有無やコンタクト方法

・価格

・無いサイズの要望

・単品で売って欲しい

･出展物の味に感動する来場者が多かった

・単価を早く知りたい

・納期

商談の際の要望・意見・感想

７．商談概況

YES ＮＯ

同業他社との有益な情報交換を行うことができた 6 社 50% 50%

異業種他社との有益な情報交換を行うことができた 6 社 50% 50%

1 社 8% 92%

2 社 17% 83%

販売提携を行うことができた

代理店提携を行うことができた

社数
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Ⅷ. 出展者アンケート実施報告

・現地業者と直接接点が持てる場

・市場調査の場

・商品の市場における潜在的可能性確認の場

・販路がある場合はエンドユーザー向け拡販、無い場合は販社開拓

・共同出展は費用対効果がある

・広い情報交換と新しい販路開拓の場

・商品ＰＲ、情報交換と取引先との関係作りの場

・数回続けて出展する必要あり

・新規開拓

・輸出の初期段階では必須

・代理店開拓には効率が良い

海外展示・商談会の役割

中国、シンガポール、韓国（Food Week）、タイ（THAIFEX）、米国（IBSS等）、
マレーシア、インド、インドネシア、ベトナム、ハバロフスク、ウラジオストック、欧州全般

香港以外の出展希望先

９．今後の出展予定

香港における
出展予定

有り

10%

希望有り

70%

未定

20%

香港以外での
出展予定

有り

9%

希望有り

73%

未定

9%

予定なし

9%

・オープニングセレモニーや実演イベントが集客に繋がったと思う

・約束事が決められていたので指示に従うだけでよいため動きやすかった

・急なことへの対応に感謝・丁寧な対応でした

・伝達事項に不十分な点があった

出展事務局に関して

・隣接ブースとの仕切りが無かったため他の出展者との連携も出来た

・来場者としても見やすかったのではないか

・清潔感があってよかった

・高級感が欲しい気もする

・ブースが予想以上に使い勝手が良かった

・水場がパビリオン内にあり便利であった

・デザイン施工共に良かった

ジャパンパビリオンに関して

・来場者が少し少なかったのでは

・レストラン＆バーとの連携がも少しあればなお良し

・一般来場者がいなかったため商談効率は良かった

・予想以上の来場者で当社製品に興味を多く示してもらった

・BtoBのため具体的取引につなげやすい
・全体的に寂しくジャパンパビリオンだけ明るい印象

・入場者数、商談数、ともに満足のいくレベルで目的の企業ともコンタクトが取れた

・思ったより来場者数が少なかった

・規模がよそうより小さかった

・デモが良かった

ASE2010全般に関して

１０．ASEジャパンパビリオンについて
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Ⅸ. 総括

今後の課題について

●価格面での競争力の強化

日本の水産物は人気が高いと実感した反面、台湾や中国といったアジア各国も価格で勝負した商品が多くあり、競争が激化している

のを感じた。香港において日本食の人気はかなり高いが、流通している商品は富裕層向けの商材が多く、今後さらなる香港市場の

シェア拡充という点では、価格面でも競争力のある商品の開発も必要と感じた。

●現地需要者とのネットワーク構築につながる商談支援策の検討

日本産水産物の輸出国1位である香港において、今後さらなる輸出量・額を増やしていくためには、新たな流通ルートの開拓が必至
であり、直接的な取引に結びつく商談セッティングだけでなく、現地需要者と出展者のネットワークの拡充・強化につながる支援策の

必要性を感じた。

●出展者・出展物にフォーカスがあたる広報支援策の検討

出展者が今後の課題として、販促・営業活動の強化のほかに、「同じ日本産商品のなかでの差別化」「自社製品のブランディング」を

挙げる者が多かった。既に様々な日本食材が流通する香港では、自社（商品）単位での認知拡大やブランディングが市場競争で優

位に立つカギにもなる反面、限られた予算で宣伝活動にまで手が回らないという現状もよく耳にした。そのため、出展者や出展物に

フォーカスがあたる広報支援を強化することも、パビリオン運営における重要な役割だと感じた。

商談支援活動にあたって

会期中は事前にアポイントを取り付けていた現地需要者が他ブースをまわって時間がずれこんだり、キャンセルが生じ
たりと、当日に予定調整を行う必要が多々あった。この点については、協力企業であるSDI社とともに進行管理の調整
にあたった。また、会期中は会場内の来場者を積極的にパビリオンに誘導する働きかけも行い、結果として、1200件以
上の商談件数を獲得するに至った。

近年、香港では地方自治体や様々な機関が主催する日本食品商談会が開催されており、現地需要者の中には商談
会に対して刺激や魅力を感じなくなっている者も少なくないという傾向もあるが、ASE2010は国際水産見本市という特
性から、来場意思が高い現地需要者を獲得しやすく、その点の問題の影響は少なかった。

商談成果に関しては、既に様々な日本食材が流通する香港において、新規取引の獲得は難しいと感じた。しかし、具

体的な成約につながらない場合でも、既存取引先との契約強化や、販路拡大のインフラ準備など、今後の輸出拡大に

つながる糸口をつかんだ出展者も多かった。

広報支援活動にあたって

展示会では人が集まっている所に来場者が足を運ぶ傾向があり、試食イベントはパビリオンの集客として重要であると

改めて認識した。本展示会のジャパンパビリオンで実施した試食イベント及び出展者の試食デモに関しては、多くの現

地需要者から高い評価が寄せられた。

会期中に日本人の料理研究家を起用した試食イベントでは、出展物の使用方法を交えた調理紹介を行ったことが、

食材の汎用性の訴求につながり、来場者から分かりやすいと評価が高かった。

会期初日に行ったオープニングイベントでは、香港で活躍する女優の谷祖琳を迎えたこともあり、多くの現地メディアを

誘致することが出来た。結果として、ジャパンパビリオン出展に関する記事だけでなく、出展者・出展品にフォーカスし

た記事掲載を獲得するなどの成果が得られた。

小間位置・展示装飾

来場者からはパビリオン全体の雰囲気が良く、明るい（他ブースは照明不足で暗い印象のところが多かった）という評

価が寄せられた。

出展者からはブース間の間仕切りに閉塞感がなく、一体感があるため、来場者の流れが良いという意見も寄せられた。

ブース位置については、当初は併催の展示会Restaurant & Bar（通称R&B）と同フロアの予定だったが、開催1ヶ月前
に主催者側より変更の通達があり、フロアが分かれてASE2010単独での会場仕様となった。そのため、開催実績（回
数）があるR&B来場者との動線が分断されるため、会場全体が閑散とした印象があった。

展示会場のフロア変更に伴い、ジャパンパビリオンはエントランス中央の一番目立つ場所にブース位置が変更になっ
たため、全ての来場者がジャパンパビリオンを経由して会場に入るかたちになった。また、R&Bとフロアが異なることで、
盛況さにはやや欠けたものの、逆に試食するだけの冷やかしが少なく、明確な商談意思を持った来場者の割合が高く

なったため、効率の高い商談の獲得につながった。
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マレーシアパプアニューギニア

台湾スリランカ

オーストラリアアンデス

南米米国北東部

Ⅹ-1. 参考資料 - 他国パビリオン模様

ASE2010は初開催ということもあり、出展者の多くが中国近圏の企業が多く見受けられた。他国
パビリオンは、オーストラリア・台湾・マレーシア・アンデスが面積の上では規模が大きかったが、
積極的な集客施策を展開していないため、いずれも全時間帯を通して混雑している様子は見ら
れなかった。
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Ⅹ-2. 参照資料 - 出展案内
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Ⅹ-2. 参照資料 - 出展案内
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Ⅹ-3. 参照資料 - 制作物（WEBサイト／出展者募集）
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Ⅹ-3. 参照資料 - 制作物（WEBサイト／出展者募集）
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Ⅹ-3. 参照資料 - 制作物（WEBサイト／現地向け）
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Ⅹ-3. 参照資料 - 制作物（WEBサイト／現地向け）
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Ⅹ-3. 参照資料 - 制作物（WEBサイト／現地向け）
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Ⅹ-3. 参照資料 - 制作物（パビリオンガイド）
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Ⅹ-3. 参照資料 - 制作物（パビリオンガイド）



56

Ⅹ-3. 参照資料 - 制作物（パビリオンガイド）
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Ⅹ-3. 参照資料 - 制作物 （ブース用ポスター／展示装飾用）
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